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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
16
回 

『
順

立

帳

じ
ゅ
ん
だ
て
ち
ょ
う

』
か
ら
見
る
「
天
酒
頂
戴
」 

東
京
府
文
書
『
明
治
元
年
・
順
立
帳
・
７
』 

請
求
番
号
：
６
３
２
．
Ｅ
１
．
０
８ 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
二
〇
日
、
明
治
天
皇
は
従
者
三
千
三
百
人
余
り
を

従
え
て
東
京
へ
向
け
出
発
し
ま
す
。
将
来
の
東
京

と
う
き
ょ
う

奠
都

て

ん

と

を
見
据
え
た
行
幸
で
し
た
。

一
〇
月
一
三
日
、
江
戸
城
に
到
着
し
た
天
皇
は
江
戸
城
を
「
東
京
城
」
と
改
称
し
ま

し
た
。
一
一
月
四
日
に
は
東
京
城
滞
在
中
の
天
皇
か
ら
市
中
の
人
々
に
御
酒
が
下
さ

れ
ま
す
。「
天
酒
頂
戴
」
、「
天
盃
頂
戴
」
、「
御
酒
頂
戴
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
為
政
者
が
将
軍
か
ら
天
皇
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
演
出
す
る
象
徴
的
な
出
来

事
で
し
た
。 

当
館
が
所
蔵
す
る
『
順

じ
ゅ
ん

立
帳

だ
て
ち
ょ
う

』
に
は
、
こ
の
時
、
江
戸
の
酒
問
屋
が
ど
の
よ
う
な

銘
柄
の
酒
を
ど
れ
く
ら
い
調
達
し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
順
立
帳
』
は
、
東
京

府
文
書
の
な
か
で
最
も
早
期
に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
ひ
と
つ
で
す
。「
順
立
」
と
名

の
つ
く
文
書
は
江
戸
幕
府
の
町
奉
行
所
で
も
作
成
さ
れ
て
い
て
、
町
奉
行
所
の
業
務

が
市
政
裁
判
所
、
つ
い
で
東
京
府
に
引
き
継
が
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
旧
町
奉
行
所
の

与
力
同
心
の
多
く
が
東
京
府
市
政
局
庶
務
方
の
官
吏
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
で
『
順

立
帳
』
の
名
前
も
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

当
館
所
蔵
の
『
順
立
帳
』
は
、
明
治
元
年(

一
八
六
八)

九
月
か
ら
同
四
年
一
二
月

の
間
に
作
成
さ
れ
た
文
書
を
お
お
よ
そ
作
成
順
に
綴
じ
た
簿
冊
一
五
六
冊
で
構
成

さ
れ
、
当
時
の
東
京
府
の
行
政
の
あ
り
方
を
探
る
う
え
で
基
本
的
な
史
料
と
い
え
ま

す
。 そ

れ
で
は
、
さ
っ
そ
く
資
料
を
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

『明治元年・順立帳・７』（請求番号：６３２．Ｅ１．０８） 
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１ 

資
料 

東
京
府
文
書
『
明
治
元
年
・
順
立
帳
・
７
』（
請
求
番
号
：
６
３
２
．
Ｅ
１
．
０
８
） 

              

           

  

                          



東京都公文書館ホームページ 所蔵資料（アーカイブズ）を読む 16 

3 

© Tokyo Metropolitan Archives. All rights reserved. 

                         

   

２ 

資
料
の
解
読 
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【
解
読
文
】 

「
（
表
紙
） 

 市
中
一
般
御
酒
被
下
ニ
付
酒
納
方
手
続
申
上
書 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鹿
嶋
清
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
三
人 

 
 

 
 

 

」 
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東
京
府
江
相
納
候
酒
銘 

一
正
宗
印 

 
 

弐
百
樽 

 
 

鹿
嶋
清
兵
衛
納 

一
丹
頂
印 

 
 

弐
百
樽 

一
〆
升
印 

 
 

 
百
樽 

一
祐
乗
印 

 
 

 

百
樽 

一
鶴
寿
印 

 

百
五
拾
樽 

 
 

〆
七
百
五
拾
樽 

 

一
丹
頂
印 

 
 

弐
百
樽 

 
 

鹿
嶋
利
右
衛
門
納 

一
六
の
花
印 

 
 

百
樽 

一
千
両
箱
印 

 
 

百
樽 

一
嘉
久 

印 
 

 

百
樽 

一
正
吉
印 

 
 

 

百
樽 

一
名
将
印 

 

百
五
拾
樽 

 
 

〆
七
百
五
拾
樽 

 

一
一
品
印 

 
 

百
四
拾
樽 

 

中
井
新
右
衛
門
納 

一
両
国
橋
印 

 
 

八
拾
樽 

一
英
勇
印 

 
 

 

八
拾
樽 

一
戎
印 

 
 

 
 

 

百
樽 

一
日
本
橋
印 

 

百
五
拾
樽 

一
寿
海
印 

 
 

百
弐
拾
樽 

一
大
勝
利
印 

 
 

八
拾
樽 

 
 

〆
七
百
五
拾
樽 

 

一
正
光
印 

 
 

 

三
百
樽 

 

高
崎
長
右
衛
門
納 

一
岸
の
ま
つ
印 

 
 

百
樽 

一
福
印 

 
 

 
 

 

百
樽 
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一
喜
久
泉
印 

 
 

六
拾
樽 

一
ま
す
ゞ
勇
印 

 

六
拾
樽 

一
か
さ
り
海
老
印 

五
拾
樽 

一
徳
わ
か
印 

 
 

六
拾
樽 

一
大
勝
利
印 

 
 

弐
拾
樽 

 
 

〆 

七
百
五
拾
樽 

 

〆
惣
数
三
千
樽 

 
 

 
 

但
拾
太
ニ

 

（

駄
） 

付
八
拾
五
両
替 

 

代
金
壱
万
弐
千
七
百
五
拾
両
也 

 

３ 

資
料
解
説 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
二
〇
日
、
明
治
天
皇
が
東
京
へ
向
け
て
京
都
を
出

発
し
ま
す
。
出
発
に
先
立
つ
九
月
一
九
日
、
東
京
に
お
か
れ
た
政
府
機
関
で
あ
る

鎮
将
府

ち
ん
し
ょ
う
ふ

か
ら
、
品
川
宿
と
江
戸
城
ま
で
の
間
の
沿
道
を
整
備
す
る
よ
う
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
東
京
府
で
は
二
一
日
、
東
京
府
内
組
々
世
話
掛
の

名
主
ら
に
対
し
て
、
沿
道
の
整
備
や
火
元
に
入
念
に
注
意
す
る
こ
と
、
水
溜
桶
な
ど

を
用
意
し
て
防
火
の
た
め
に
風
が
激
し
い
と
き
に
は
往
来
や
屋
根
の
う
え
に
打
ち

水
を
す
る
準
備
を
せ
よ
と
命
じ
ま
す
。 

そ
し
て
品
川
十
八
ケ
寺
前
か
ら
呉
服
橋
御
門
ま
で
の
町
々
名
主
に
対
し
て
は
、
十

四
か
条
の
心
得
を
布
達
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
往
来
の
横
道
に
は
竹
矢
来

た

け

や
ら

い

か
竹
木

戸
を
作
る
こ
と
、
盛
砂
を
し
て
お
く
こ
と
、
到
着
が
夜
に
な
っ
た
時
は
町
屋
の
軒
下

に
提
灯
を
付
け
る
こ
と
、
湯
屋
・
豆
腐
屋
・
菓
子
屋
な
ど
の
火
を
使
う
店
は
休
業
す

る
こ
と
な
ど
細
か
い
も
の
で
し
た
。
東
京
府
全
域
に
は
、
町
の
裏
々
ま
で
見
回
り
、

火
の
元
の
用
心
や
、
怪
し
い
人
物
が
い
れ
ば
捕
り
押
さ
え
る
よ
う
に
と
触
れ
を
出
し

て
い
ま
す
。 

一
〇
月
一
三
日
に
江
戸
城
西
の
丸
に
入
っ
た
天
皇
は
、
江
戸
城
を
「
東
京
城
」
と

改
称
し
、
皇
居
と
定
め
ま
す
。
つ
づ
け
て
一
七
日
に
は
、
西
の
地
方
と
旧
幕
府
の
本

拠
地
で
あ
っ
た
東
の
地
方
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
平
等
に
あ
つ
か
い
、
内
政
・
外
政

を
裁
決
す
る
と
い
う
旨
の
「
万
機

ば

ん

き

親
裁

し
ん
さ
い

の

詔
み
こ
と
の
り

」
を
布
告
し
、
為
政
者
の
交
代
を
印

象
づ
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
二
七
日
に
は
東
京
市
民
一
同
に
酒
を
賜
る
旨
の

御
沙
汰
が
出
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
う
け
て
、
東
京
府
は
東
京
市
中
に
配
る
酒
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

『
順
立
帳
』
を
紐
解
く
と
、
鹿
嶋
清
兵
衛
を
は
じ
め
と
し
た
四
人
の
酒
問
屋
が
七
五

〇
樽
ず
つ
、
合
わ
せ
て
三
千
樽
も
の
酒
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
銘

柄
を
み
る
と
「
日
本
橋
」「
両
国
橋
」
と
い
っ
た
江
戸
な
ら
で
は
の
銘
柄
や
、「
嘉
久
」

の
字
の
下
に
「
□
」
を
描
い
て
銘
柄
を
表
現
し
て
い
る
も
の
、「
正
宗
」
と
い
っ
た
今

日
で
も
目
に
す
る
銘
柄
が
見
え
ま
す
。 

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
酒
は
、
一
一
月
四
日
に
東
京
市
民
に
下
賜
さ
れ
る
こ
と
に
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な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
『
順
立
帳
』
に
は
酒
の
下
賜
を
め
ぐ
る
明
治
政
府
と
東
京
府
の
や
り
取
り

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
月
二
日
、
東
京
府
は
、
酒
を
下
賜
す
る
際
に
一
部
を

土
器

か
わ
ら
け

や
瓶
子

へ

い

じ

に
入
れ
て
渡
す
た
め
、
一
一
月
三
日
の
昼
ま
で
に
、
東
京
府
庁
へ
土
器

や
瓶
子
と
「
元
酒
」
を
運
ぶ
よ
う
、
新
政
府
側
の
担
当
者
で
あ
る
用
度
司
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。
用
度
司
は
、
東
京
府
へ
の
返
答
の
な
か
で
「
元
酒
」
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
と
し
て
、
酒
を
瓶
子
に
入
れ
る
際
に
新
政
府
が
用
意
し

た
「
元
酒
」
に
東
京
府
側
で
別
の
酒
を
加
え
た
と
し
て
も
「
朝
廷
」
か
ら
東
京
市
民

に
下
賜
す
る
と
い
う
趣
旨
に
間
違
い
な
い
か
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

東
京
府
は
、「
朝
廷
」
か
ら
下
賜
さ
れ
る
趣
旨
で
「
町
人
」
へ
渡
す
と
述
べ
、
用
度
司

の
見
解
に
相
違
な
い
旨
を
返
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
や
り
取
り
か
ら
は
、
新
政
府
が

為
政
者
の
交
代
を
東
京
市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
が
垣

間
見
え
ま
す
。 

新
政
府
の
思
惑
は
と
も
か
く
、
酒
を
受
け
取
っ
た
東
京
市
民
た
ち
は
、
一
一
月
六

日
・
七
日
に
は
家
業
を
休
み
、「
天
酒
頂
戴
」
、「
天
盃
頂
戴
」、「
御
酒
頂
戴
」
な
ど
と

称
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
祝
い
ま
し
た
。
神
田
の
名
主
で
あ
っ
た
斎
藤
月
岑
は
こ
の

時
の
様
子
を
、
昼
夜
を
問
わ
ず
飲
み
明
か
し
神
事
の
よ
う
に
三
、
四
日
間
は
賑
わ
っ

た
と
記
録
し
て
い
ま
す
（
『
増
訂
武
江
年
表
』
）
。 

 

当
時
の
様
子
は
錦
絵
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
三
代
目
歌
川
広
重
の
錦
絵
「
御
酒

頂
戴
」
か
ら
は
、
幟
を
立
て
て
祭
礼
気
分
で
酒
を
飲
み
、
仮
装
し
て
踊
り
明
か
す
東

京
市
民
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

                            

歌川広重（三世）画「御酒頂戴」 
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【
主
要
参
考
文
献
】 

・
金
子
光
晴
校
訂
『
増
訂
武
江
年
表 

第
二
（
東
洋
文
庫
一
一
八
）』
平
凡
社
、
一

九
六
八
年 

・
東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿 

市
街
篇 

第
五
十
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年 

・
東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
百
年
史 

第
二
巻
』
東
京
都
、
一
九
七
二

年 

・
佐
々
木
克
『
江
戸
が
東
京
に
な
っ
た
日
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年 

・
小
林
信
也
「
東
京
の
な
か
の
江
戸―

東
京
府
文
書
『
順
立
帳
』
か
ら―

」『
東
京

都
公
文
書
館
だ
よ
り
』
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年 

 

【
資
料
情
報
】 

『
明
治
元
年
・
順
立
帳
・
７
』（
請
求
番
号
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．
Ｅ
１
．
０
８
） 
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